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We report organophotoredox-catalyzed decarboxylative alkylation of sulfonamides with aliphatic 

carboxylic acid-derived redox active esters. The single electron transfer between organosulfide 

catalyst and a redox active ester generates the alkylsulfonium which can act as a catalytic 

alkylating reagent. This alkylation protocol is applicable to a wide range of aromatic and aliphatic 

sulfonamides.  
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スルホンアミドは多くの医薬品や生理活性化合物に見られる重要な官能基の一つで

ある。このような背景から、スルホンアミドの N-アルキル化反応は、近年の創薬研究

において重要視されている。しかし、第三級アルキル基のような嵩高い置換基の導入は

強力なブレンステッド酸やルイス酸を利用した SN1 型反応に限られており、官能基許容

性に問題があった。 

最近我々は、可視光励起した有機硫黄触媒から脂肪族カルボン酸誘導体への一電子移

動を起点とし、カルボカチオン等価体となるアルキルスルホニウム種を触媒的に発生さ

せることに成功した。生じたアルキルスルホニウム種は脂肪族アルコールと反応して嵩

高いジアルキルエーテルを与えた 1)。本手法は、カルボカチオンの発生に強力な酸を用

いないため、高い官能基許容性を示した。今回我々は、開発された有機硫黄光触媒系を

スルホンアミドの脱炭酸型 N-アルキル化反応に適用した。 

青色 LED 照射下、触媒量の N-フェニルベンゾフェノチアジンとリチウム塩を用いる

ことで、スルホンアミドと脂肪族カルボン酸誘導体の反応が進行し、スルホンアミドの

N-アルキル化体が得られた。本反応では、芳香族および脂肪族スルホンアミドを適用す

ることが可能であった。 
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